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明

治
四

四

年
(

一

九

二
年
)

一

月

〓
ハ

日

村
政
政
吉
･

同
ひ

ち
の

次
男
と

し
て
､

東
京
府
八
王

子

市
寺
町
一

二

に

生

ま

れ
る
｡

大
正
六

年
(

一

九
一

七

年
)

四

月

八

王

子

市
立

第
三

小

学
校
に

入

学
す
る
｡

大
正

〓
一

年
(

一

九
二

三

年
)

三

月

八

王

子
市
立

第
三

小

学
校
を

卒
業
す
る
｡

四

月

東
京
府
立

第
二

中
学
校
(

現
立

川

高
校
)

に

入

学
す
る
｡

昭
和
こ

年
(

一

九
二

七

年
)

三

月

東
京
府
立

第
二

中
学
校
を

卒
業
す
る
｡

四

月

東
京
商
科
大
学
予

科
に

入

学
す
る
｡

昭
和
五

年
(

一

九
三

〇
年
)

三

月

東
京
商
科
大
学
予

科
を

修
了

す
る
｡

四

月

東
京
商
科
大

学
学
部
に

入

学
す
る
｡

昭
和
八

年
(

一

九
三

三

年
)

三

月

東
京

商
科
大
学
学
部
を

卒
業
す
る
｡

一

二

月

近

衛

歩
兵
聯
隊
に

入

隊
す
る
｡

昭
和
九
年
(

一

九
三

四

年
)

一

二

月

満
期
退
営
す
る
｡

〃

東
京
商
科
大
学
補
手
を

命
ぜ

ら
れ

る
｡

昭
和
一

〇
年
(

一

九
三

五

年
)

七

月

東
京
商

科
大
学
助

手
に

任
ぜ

ら
れ

る
｡

昭
和

〓
一

年
(

一

九
三

六

年
)

三

月

陸
軍
主

計
少
尉
に

任
ぜ

ら
れ

る
｡

一

二

月

中
国
大
陸
に

応
召
さ

れ

る
｡

昭
和
一

四

年
(

一

九
三

八

年
)

七

月

陸
軍
主
計
中
尉
に

任
ぜ

ら

れ

る
｡
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昭
和
一

五

年
(

一

九
三

九

年
)

八

月

召
集
解

除
さ

れ
る
｡

一

二

月

東
京
商
科
大
学
助
教
授
に

任
ぜ

ら

れ

る
｡

昭
和

〓
(

年
(

一

九
四

〇
年
)

七

月

済
南
総

領
事
西
田

断
一

･

同
節
子
の

三

女

章
子
と

結
婚

す
る
｡

〝

陸
軍
主
計
中
尉
と

し
て

北
海
道
に

赴
任
す
る
｡

昭

和
一

七

年
(

一

九
四
一

年
)

一

二

月

召
集
解
除
さ

れ

る
｡

昭
和
一

八

年
(

一

九
四
三

年
)

一

月

東
京
経
済
研
究
所
貞
に

補
せ

ら

れ

る
｡

昭

和
二

二

年
六

月
に

及
ぶ
｡

昭
和
二

四

年
(

一

九
四

九

年
)

一

月

一

橋
大
学
端
艇
部
部
長
に

就
任
す
る
｡

｡

亡
く

な

ら
れ

る

ま
で

二

十
六

年
間
に

亘

る
｡

昭
和
二

五

年
(

一

九
五

〇

年
)

四

月

一

橋
大
学
東
京
商

科
大
学
教
授
に

昇
任
さ

れ

る
｡

昭
和
〓

六

年
(

一

九
五
一

年
)

四

月

一

橋
大

学
経
済
学
部
教
授
に

配
置
換
え

さ

れ
､

一

橋
大

学
東
京
商
科
大
学
教
授
を

兼
職
さ

れ

る
｡

太
平
洋
ク

ラ

ブ

部
長
に

就
任
す
る
｡

昭
和
〓

八

年
(

一

九
五
三

年
)

四

月

大
学

院
経
済
学
研
究
科
担
当
お

よ

び

大
学
院
社
会
学
研

究

科
授
業
担
当
を

命
ぜ

ら
れ

る
｡

昭
和
二

九

年
(

一

九
五

四

年
)

九
月
一

日

東
京
大

学
講
師
(

文
学
部
)

に

併
任
さ

れ

る
｡

一

二

月

三
一

日

に

及
ぶ
｡

昭
和
三

〇
年
(

一

九
五

五

年
)

二

月
四

日

中
国
経
済
研
究
の

た

め

香
港
へ

出
張
を

命
ぜ

ら
れ

る
｡

四

月
一

六

日

帰
国

昭
和
三

二

年
(

一

九
五

七

年
)

七

月
一

日

中
国
学
研
究
の

た

め

ア

メ

リ

カ

合
衆
国
､

イ

ギ
リ

ス
､

フ

ラ
ン

ス
､

西
ド

イ

ツ
､

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン
､

ポ

ル

ト
ガ

ル
､

ス

ペ

イ

ン
､

イ

タ

リ

ヤ
､

中
華
民

国
へ

出
張
を

命

ぜ

ら

れ
る
｡

昭
和
三

五

年
(

一

九

六

〇
年
)

一

月
一

七

日

帰
国
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昭
和
三

大

年
(

一

九

六
一

年
)

八

月
一

日

一

一
橋
大
学
評
議
員
に

併
任
さ

れ

る
｡

昭
和
三

七

年
(

一

九
六
二

年
)

三

月
三
一

日

四

月
一

日

七

月
三
一

日

一

橋
大
学
よ

り

経
済
学
博
士
の

学
位
を

授
与
さ

れ

る
｡

学
位
論
文
『

清
末
江

南
地

主
制
の

史
料
的

研
究
』

一

橋
大
学
東
京
商
科
大
学
の

併
任
を

終
了
す
る
｡

蕪
辞
学
上
の

諸
問
題
に

つ

い

て
､

連
絡
協

議
お

よ

び

第

四

回

世
界
国
際
会
議
に

出
席
の

た

め
､

ア

メ

リ

カ

合
衆

国
､

ポ

ル

ト
ガ

ル
､

ス

ペ

イ
ン
､

連
合
王

国
､

フ

ラ

ン

ス
､

オ

ー

ス

ト
リ

ア
､

ス

イ
ス
､

イ

タ

リ
ア
､

ギ
リ

シ

ャ
､

ト
ル

コ

､

イ

ラ

ン
､

イ
ン

ド
､

ビ

ル

マ

､

香
港
の

各

国
へ

出
張
を

命
ぜ

ら
れ

る
｡

十
月
六

日

帰
国
｡

こ

の

頃
､

俳
句
凝
議
｢

同
人
+

に

参
加
｡

昭
和
三

八

年
(

一

九
六
三

年
)

四

月
一

日

一

橋
大
学
評
議
員
に

併
任
さ

れ

る
｡

八

月
一

日

一

橋
大
学
経
済
学
部
長
に

併
任
さ

れ

る
｡

欧
州
､

東
南
ア

ジ

ア

諸
大
学
訪
問
視
察
の

た
め
､

メ

キ

舶†⊥

シ

コ

､

米
国
､

連
合
王

国
､

フ

ラ
ン

ス
､

イ

タ
リ

ア
､

パ

キ
ス

タ
ン
､

イ
ン

ド
､

セ

イ
ロ

ン
､

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル
､

イ
ン

ド

ネ
シ

ア
､

タ
イ
､

カ

ン

ボ

ジ

ア
､

フ

ィ

リ

ピ

ン
､

中

華
民
国
､

マ

レ

ー

シ

ア

の

各
国
へ

出
張
を

命
ぜ

ら

れ

る
｡

昭
和
四
一

年
(

一

九
六
六

年
)

一

月

帰
国
｡

こ

の

頃
､

絵
画
同
人

｢

竹
林
会
+

に

参
加
｡

個

展
活
動
も

活

発
に

な
る
｡

昭
和
四
〓

年
(

一

九
六

七

年
)

三

月
二

〇
日

第
一

次
訪
中
友
好
参
観
団
の
一

員
と

し

て
､

中
華
人

民

共
和
国
を

訪
問
す
る
｡

一

二

月
一

八

日

.
ミ

シ

ガ
ン

大
学
に

お
い

て

東
洋
学
の

講
義
並
び

に

東

洋
学
研
究
の

た

め

の

諸
資
料
蒐
集
の

た
め

ア

メ

リ

カ

合

衆
国
へ

出
張
を

命
ぜ

ら

れ

る
｡

昭
和
四

三

年
(

一

九
六

八

年
)

四

月

帰
国

昭
和
四

〇
年

八

月
一

日

九
月
三

日

(

一

九
六
五

年
)

一

橋
大
学
評
議
員
に

併
任
さ

れ
る
｡

ユ

ネ
ス

コ

交
換
教
授
と

し
て
､

コ

レ

ヒ

オ
･

デ
･

メ

ヒ

コ

に

お

い

て
､

講
義
を

す

る

た

め
､

及
び

講
義
終
了
後

昭
和
四

四

年

六

月

七

月
一

日

(

一

九
六

九
年
)

一

橋
大
学
評
議
員
に

併
任
さ

れ
る
｡

一

橋
大
学
長
事
務
取
扱
を

命
ぜ

ら
れ

る
｡

一

一

月
ニ
ー

日

一

橋
大
学
長
事
務
取
扱
を

免
ぜ

ら
れ
､

一

橋
大

学
評
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議
員
の

併
任
を

解
除
さ

れ

る
｡

昭
和
四

五

年
(

一

九
七

〇
年
)

一

二

月

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

大
学
(

バ

ー

ク

レ

ー
)

に

お
い

て

東

洋
経
済
史
の

研
究
､

資
料
調
査
お

よ

び

研

究
指
導
の

た

め

ア

メ

リ

カ

合

衆
国
へ

出
張
を

命
ぜ

ら

れ

る
｡

昭
和
四

大

年
(

一

九
七
一

年
)

六

月

帰
国

一

一

月
四
日

『

近

代
江

南
の

租
桟
-
中
国
地

主
制

度
の

研

究
』

に

よ

り
､

8

経
経
済
国
書
文
化
賞
特
賞
を

授
与
さ

れ
る
｡

昭
和
四

七

年
(

一

九
七
二

年
)

四

月

国

際
基

督
教
大
学
講
師
を

委
嘱
さ

れ

る
｡

六

月
一

日

『

近

代
江

南
の

粗
桟
-
中
国
地

主
制
度
の

研

究
』

に

ょ

り
､

日

本
学
士
院
賞
を

授
与
さ

れ

る
｡

昭
和
四

八
年
(

一

九
七
三

年
)

四

月
一

日

東
京

都
立

大
学
講
師
を

委
嘱
さ

れ

る
｡

共
立
女
子

学
園

顧
問
を

委

嘱
さ

れ
る
｡

昭
和
四

九

年
(

一

九
七

四

年
)

三

月
六

日

肝
硬

変
症
の

た

め

北
里

大
学
病
院
に

お
い

て

永
眠
さ

れ

る
｡

享
年
六

十
三

歳
｡




